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時
代
の
変
化
に
適
応
し
て

い
く
能
力
は
誰
に
と
っ
て
も

不
可
欠
で
す
が
、
生
ま
れ
持

っ
た
も
の
だ
け
で
は
不
十
分

で
す
。
時
代
に
先
駆
け
た
も

の
を
作
る
た
め
の
根
幹
が
必

要
で
す
。
根
幹
は
頭
で
理
解

す
る
だ
け
で
は
だ
め
で
、
必

要
と
な
っ
た
時
に
は
理
解
し

た
知
識
が
自
然
に
体
の
反
応

と
し
て
発
揮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
理
工
学
部
で

は
、
教
員
と
学
生
の
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
、
基
本
を
、
本
人
の
特
性

に
合
わ
せ
て
徹
底
的
に
指
導

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
体

に
し
み
つ
い
た
技
術
と
知
識

の
集
積
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
学
時
、
数
学
の
成
績
が

良
く
な
い
、
微
分
積
分
が
苦

手
、
な
ど
は
必
ず
し
も
重
大

な
障
害
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

４
年
間
の
指
導
を
通
じ
て
解

決
で
き
る
こ
と
で
す
。
理
工

学
部
の
学
び
の
根
幹
は
、
将

来
の
職
業
選
択
に
も
生
き
て

き
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
状
況

を
的
確
に
判
断
す
る
基
本
が

身
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
た
と
え
営
業
職
に

就
い
た
と
し
て
も
十
分
な
適

応
能
力
が
発
揮
で
き
る
わ
け

で
す
。

１０
年
後
の
技
術
の
世
界
は

ど
う
変
わ
る
か
は
必
ず
し
も

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
で
は
あ
っ
て
も
、
本
学
理

工
学
部
が
進
め
て
い
る
未
来

志
向
の
科
学
技
術
開
発
に
皆

さ
ん
の
将
来
を
託
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

社
会
は
激
変
し
、
企
業
は

変
化
に
す
ば
や
く
対
処
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
課
題
解
決

型
で
は
い
つ
も
後
追
い
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
企
業
に

は
先
回
り
し
て
課
題
を
発
見

す
る
人
が
必
要
で
す
。

課
題
を
発
見
し
た
ら
、
そ

れ
を
周
囲
に
伝
え
、
仲
間
と

知
恵
を
出
し
、
外
部
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
乗
り
切
り
ま

す
。
課
題
発
見
、
伝
達
、
団

結
、
知
恵
の
創
造
。
こ
の
一

連
の
流
れ
を
支
え
る
の
は
、

「
お
も
い
や
り
」で
し
ょ
う
。

本
学
部
で
は
経
営
学
に
関

す
る
充
実
し
た
講
義
か
ら
、

熱
き
思
い
に
駆
ら
れ
た
先
人

達
の
経
営
へ
の
挑
戦
、
成
功

・
失
敗
例
を
通
し
て
、
学
生

は
課
題
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
ま
す
。

学
生
の
「
お
も
い
や
り
」

の
心
を
発
芽
さ
せ
、
自
信
と

優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
へ
と
導
い
て
く
れ
る
の

は
、
仲
間
と
教
員
が
同
じ
目

線
で
「
見
て
・
話
し
・
考
え

る
」
授
業
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

す
。
１
年
次
か
ら
基
礎
ゼ
ミ

に
な
じ
み
、
２
年
次
か
ら
専

門
分
野
の
ゼ
ミ
に
進
み
、
３

年
次
で
再
度
見
直
し
を
図

り
、
学
び
の
最
終
目
標
を
立

て
、
卒
業
論
文
で
締
め
く
く

り
ま
す
。

学
生
の
「
お
も
い
や
り
」

を
伸
ば
し
、「
課
題
発
見
型
」

人
間
に
育
て
る
た
め
に
、
選

択
し
た
コ
ー
ス
に
縛
ら
れ
ず

他
の
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
も

履
修
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る

の
も
本
学
部
の
魅
力
で
す
。

オ
ー
ル
専
修
の
一
員
と
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
礎
理
学
科
は
自
然
科
学
を
基

礎
か
ら
応
用
ま
で
幅
広
く
学
ぶ
学

科
で
す
。

自
然
科
学
は
、
高
校
で
学
ぶ
理

科
（
物
理
学
・
化
学
・
生
物
学
・

地
学
）
の
よ
う
に
、
本
来
は
自
然

界
に
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

現
象
の
原
理
や
法
則
を
明
ら
か
に

す
る
学
問
分
野
で
す
。
し
か
し
、

今
日
、
自
然
科
学
は
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。
特
に
社
会
的
関
心
の
高
い

「
人
間
」
と
「
自
然
・
環
境
」
に

か
か
わ
る
多
く
の
科
学
技
術
や
産

業
の
発
展
の
た
め
に
、
幅
広
い
自

然
科
学
の
知
識
が
社
会
的
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
学
科
に
は
生
活
や
自
然
・
環

境
と
密
接
に
か
か
わ
る
「
美
と
健

康
コ
ー
ス
」「
食
品
分
析
コ
ー
ス
」

「
植
物
と
環
境
コ
ー
ス
」「
総
合
科

学
コ
ー
ス
」
の
４
コ
ー
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
２
年
次
か
ら
い
ず

れ
か
の
コ
ー
ス
に
属
し
、
自
分
の

興
味
や
進
路
の
方
向
を
見
定
め
な

が
ら
、
目
標
を
も
っ
て
科
目
を
選

択
し
学
ん
で
い
き
ま
す
。
中
学
・

高
校
教
員
免
許
（
理
科
）、食
品
衛

生
管
理
者
・
同
監
視
員
な
ど
の
資

格
、
さ
ら
に
語
学
検
定
や
教
員
採

用
試
験
を
考
慮
し
た
多
様
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

機
械
を
使
わ
な
い
産
業
は
な
い

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
か
か
わ
る
機
械
工
学
は
一

番
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
学
問
で
す
。
基

礎
か
ら
最
先
端
の
技
術
ま
で
学
問

分
野
が
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
勉

学
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
と
、
実

社
会
で
必
要
と
な
る
専
門
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
コ
ー

ス
制
を
設
け
て
い
ま
す
。
１
年
次

で
は
基
礎
科
目
（
共
通
科
目
＋
専

門
）
と
モ
ノ
づ
く
り
を
実
際
に
体

験
す
る
工
作
実
習
な
ど
が
あ
り
、

２
年
次
に
コ
ー
ス
を
選
択
し
ま

す
。「

自
動
車
工
学
コ
ー
ス
」
は
、

自
動
車
や
機
械
全
体
を
理
解
し
た

技
術
者
を
育
成
す
る
専
門
性
の
高

い
コ
ー
ス
で
、
資
格
試
験
を
目
指

す
人
の
た
め
に
定
員
を
設
け
て
い

ま
す
。「
機
械
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
」

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
や
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
、
加
工
学
な
ど
、
機
械
の

設
計
、
製
作
、
制
御
な
ど
を
体
系

的
に
学
び
ま
す
。
「
エ
ネ
ル
ギ
輸

送
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
」
は
、
新
エ

ネ
ル
ギ
開
発
や
既
存
エ
ネ
ル
ギ
の

有
効
利
用
、
環
境
対
策
か
ら
航
空

宇
宙
や
地
球
温
暖
化
な
ど
も
視
野

に
幅
広
い
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い

ま
す
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
お
よ
び
こ
れ
ら
を
支
え
る
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
つ
い
て
学

び
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
知
識
を

身
に
つ
け
た
Ｉ
Ｔ
社
会
で
幅
広
く

活
躍
で
き
る
技
術
者
を
育
て
る
」

と
い
う
の
が
本
学
科
の
教
育
方
針

で
す
。

入
学
後
、
基
礎
と
な
る
講
義
や

実
験
と
卒
業
研
究
で
は
、
学
生

３
、
４
人
を
１
人
の
教
員
が
担
当

す
る
と
い
う
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
ほ
か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

に
情
報
技
術
者
試
験
の
専
門
科
目

を
用
意
し
、
資
格
取
得
も
積
極
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
「
Ｉ
Ｔ
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ス
」
、
「
先
端
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
コ
ー
ス
」、「
カ
ー
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
コ
ー
ス
」
の
３
コ
ー
ス

を
設
け
、
２
年
次
か
ら
選
択
す
る

体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。
特
に
ユ

ニ
ー
ク
な
の
は
、
１
年
次
生
に

i
P
o
d

t
o
u
c
h

を
無
料
で
配
布

し
、
そ
れ
を
使
っ
て
教
員
や
友
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か

る
ほ
か
、
講
義
や
実
験
の
中
で
活

用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
の
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
や
学
内

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
も
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
球
は
水
の
惑
星
で
あ
り
、
水

か
ら
多
様
な
生
命
体
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
人
間
と
一
番
身
近
に
か
か

わ
る
生
物
は
穀
物
や
野
菜
、
家
畜

や
魚
介
類
な
ど
の
食
料
で
す
。
本

学
科
で
は
食
の
確
保
と
安
全
性
を

視
野
に
入
れ
て
地
球
環
境
を
生
態

系
と
い
う
視
点
か
ら
と
ら
え
、
生

物
工
学
、
海
洋
生
物
学
、
水
圏
環

境
工
学
、
食
と
生
体
工
学
を
中
心

に
応
用
的
に
生
命
（
生
物
）
を
研

究
し
ま
す
。

本
学
科
に
は
海
洋
生
物
の
生
長

と
生
殖
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

学
ぶ
「
海
洋
生
物
生
産
コ
ー
ス
」、

遺
伝
子
や
細
胞
レ
ベ
ル
か
ら
生
命

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
「
遺
伝
子

・
細
胞
コ
ー
ス
」
、
水
環
境
と
生

物
が
つ
く
る
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ

「
生
態
系
修
復
コ
ー
ス
」
の
３
つ

の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

１
・
２
年
次
で
各
コ
ー
ス
の
科

目
を
自
由
に
履
修
し
、
３
年
次
に

専
門
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
学
習
の
自
由
度
が
高
い
の
が

特
徴
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
生
か
し
て
、
中
学
・
高
校
教
員

免
許
（
理
科
）
や
食
品
衛
生
管
理

者
、
同
監
視
員
な
ど
の
資
格
が
取

得
で
き
る
ほ
か
、
食
品
、
医
薬
、

環
境
保
全
関
係
へ
の
道
も
開
か
れ

て
お
り
ま
す
。

経
営
学
科
に
は
次
の
４
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

「
事
業
経
営
コ
ー
ス
」
で
は
経
営
の
プ
ロ
を
育
て

る
た
め
学
部
・
大
学
院
５
年
一
貫
制
度
も
取
り
入

れ
、
学
生
に
よ
る
、
空
き
店
舗
活
用
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
国
際
経
営
・
観
光
コ
ー
ス
」で
は
地
元
企
業
か
ら

国
際
展
開
の
現

状
を
聞
き
、
も

て
な
し
・
観
光
・

交
流
業
務
の
即
戦
力
を
育
て
る
た
め
、
旅
行
管
理
者

資
格
取
得
や
地
域
観
光
の
企
画
・
提
案
を
行
い
ま
す
。

「
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」
は
、
将
来
の
経
営
業

務
を
先
取
り
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
を
提
示
で
き
る

と
、
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
コ
ー
ス
」
で
は
財
務
・
会
計
の

専
門
家
と
税
理
士
と
を
育
て
る
た
め
、
仙
台
大
原
簿

記
公
務
員
専
門
学
校
と
提
携
し
、
会
計
の
基
本
と
実

務
を
教
え
て
い
ま
す
。

４
コ
ー
ス
で
展
開
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
は
、
将
来
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
経
営
者
や
企
業

・
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
時
代
の
変
化
を
的
確
に

と
ら
え
、
新
し
い
社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る

基
礎
力
と
応
用
力
を
持
つ
人
材
を
育
て
ま
す
。

１５：００～１７：００

会場＝「アエル」仙台市青葉区
内容＝模擬授業「透明人間になる方法」（鈴木

均教授）／個別相談／ゼミ生によるゼミ
ナール体験、学科別展示コーナーほか

１１：００～１５：００

会場＝本学キャンパス
内容＝講演会／施設見学／ランチ無料体験／

模擬授業／実験室公開、ほか
今後の開催日程

基

礎

理

学

科

情
報
電
子
工
学
科

０２２５
（２２）７７１１

広報専用ＦＡＸ

０２２５
（２２）７８０９

自然科学の目で読み解く生活と自然

ＩＴ社会で生き抜く技術者を育てる

代表電話番号

根
本

智
行
教
授

菅
原

澄
夫
教
授

経

営

学

科

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、

想
像
力
高
め
る
技
術
力
を

栗
山

規
矩
教
授

鈴
木

均
教
授

理
工
学
部
長

～課題を発見し、自分の頭で解決していく力が大切～

４コースでさまざまな

ビジネスモデルを展開

学学
びび
のの
方方
向向
をを
決決
めめ
るる

ココ
ーー
スス
制制
スス
タタ
ーー
トト

理理
工工
学学
部部
４４
学学
科科
、、
経経
営営
学学
科科
のの
特特
徴徴
とと
魅魅
力力
をを
学学
科科
主主
任任
にに
聞聞
いい
たた

車やロボットをエネルギで動かす

もっと生物を知り、人を知る

機

械

工

学

科

生
物
生
産
工
学
科

尾
池

守
教
授

松
谷

武
成
教
授

「
課
題
発
見
型
」
人
間
で

実
社
会
の
即
戦
力
目
指
せ

栗
山

規
矩
教
授

経
営
学
部
長

６／２８（日） ７／２６（日） ８／３０（日） １０／１１（日）

＊入場無料・入退場自由＊

＊入場無料・入退場自由＊

専修３大学進学ガイダンス

オープンキャンパス
５／３１（日）

５／２１（木）

第４６４号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２００９年（平成２１年）５月１５日（７）


